
頁 箇所 誤 正

15
A10
3行目

80 億年頃や110億年頃には、大きな宇宙的事件はとく
にない。

約110億年頃の出来事には、最初の光合成生物シアノバクテリアの
発生がある。

26
28

Q4 選択肢④
A4 正答

④ 数十万年のオーダー ④ およそ1000万年のオーダー

28 A4 1行目 放射層を数万～数十万年で通過し 放射層をおよそ1000万年かけて通過し

29 A5 1行目 黒点の周囲に見られるわけではなく 黒点の周囲だけに見られるわけではなく

62 Q9 選択肢① アルクトゥルス アークトゥルス

80
Q8
問題文

A：褐色矮星は、収縮による重力エネルギーで輝いて
いる表面温度の低い星である

A：褐色矮星は収縮段階にあり、収縮による重力エネルギーで輝い
ている表面温度の低い星である

81 Q11 問題文 図は、HR図上での 図は、色-等級図上での

82
A8
1行目

褐色矮星は、質量が小さいため、原始星から主系列星
になれなかった星で、これまでの余熱で輝いており、
次第に冷えて暗くなっていく。

褐色矮星は質量が小さく、原始星の収縮が止まった段階で生まれ
る星である。したがって、「収縮段階にあり」という部分が誤り
である。なお、収縮が止まったあとは原始星時代に内部に蓄えら
れていた余熱で輝き、次第に冷えて暗くなっていく。

83 A12 2行目 水素とヘリウムの吸収線がいずれも見られないⅠc型 ヘリウムとケイ素の吸収線がいずれも見られないⅠc型

167 Q11 選択肢 ② 親星の半径 ② 親星の平均密度

169 A11
下から3行目

したがって縦軸は親星の質量であると判断できる。な
お、主系列星の半径は質量によってほとんど変わら
ず、主系列段階では、年齢によって光度もあまり変わ
らない。

したがって縦軸は親星の質量である可能性が高い。
次に、縦軸が平均密度ρであるとする。主系列星の星の半径Rは
質量Mにほぼ比例するので、R∝M（∝は比例を表す記号）と表
せる。すると
　　ρ∝M /R 3∝M /M 3＝M －2

となり、平均密度は質量の2乗に反比例することになる。つまり、
質量が大きいほど平均密度は小さくなる。このことから、縦軸を
平均密度とすると、下に行くほど質量も光度も大きくなり、図と
矛盾する。したがって縦軸は平均密度ではないことがわかる。な
お、主系列星の主系列段階では、年齢によって光度もあまり変わ
らない。これらのことから、③の親星の質量が正答であることが
わかる
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本書の記述に誤りがございました。お詫びして訂正いたします。
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